
問 題 は 一 〇 〇 点 満 点 で 作 成 し て い ま す 。

Ⅰ 次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。 な お 、 解 答 に 句 読 点 等 の 記 号 が あ る 場 合 は 、 そ

れ も 字 数 に 含 む も の と す る 。 （ 五 五 点 ）

日 本 で 欧 米 型 の 百 貨 店 が 誕 生 し た 明 治 末 、 そ の 顧 客 と な っ た の は 、 都 市 部 で 増 大 し つ つ あ っ た 会

れ い め い

社 員 を 中 心 と す る 新 し い 中 間 層 で あ っ た 。 黎 明 期 の 日 本 の 百 貨 店 は 、 前 身 で あ っ た 呉 服 店 か ら の 老

舗 イ メ ー ジ を 継 承 し つ つ 、 都 市 部 の 中 間 層 の 西 洋 文 化 へ の 憧 れ を 商 品 に 反 映 さ せ 、 高 級 な 和 洋 折 衷

型 の ブ ラ ン ド イ メ ー ジ を 駆 使 し な が ら 近 代 的 百 貨 店 へ と 転 身 し た 。 三 越 呉 服 店 、 高 島 屋 、 白 木 屋 と

い っ た 老 舗 呉 服 店 は 、 そ の 資 本 力 を 利 用 し 、 積 極 的 な 経 営 改 革 と 、 商 品 開 発 を 伴 う 新 た な 市 場 作 り

を 行 っ た 。 初 期 百 貨 店 で 扱 っ た の は 、 主 に 日 常 生 活 に は 必 要 の な い 贅 沢 品 で あ っ た 。 国 内 産 業 の 発

展 は 化 粧 品 や 洋 酒 、 文 具 、 洋 家 具 な ど 、 高 級 な 輸 入 品 の 国 産 化 を 促 進 し た 。 国 産 品 が 増 加 す る こ と

に よ り 、 こ う し た 贅 沢 品 が 中 間 層 に も 手 の 届 く 商 品 と し て 百 貨 店 で 大 量 に 販 売 さ れ る こ と に な っ た 。

生 き る た め に は 特 に 必 要 で は な い 贅 沢 品 を い か に し て 購 入 さ せ る か 、 初 期 百 貨 店 で 何 よ り 重 視 さ れ

た の は 、 消 費 の 欲 望 を 人 々 に 喚 起 さ せ る と い う こ と で あ っ た 。 ポ ス タ ー や 新 聞 ・ 雑 誌 な ど の 広 告 、

商 品 陳 列 と い う 新 し い 消 費 の ス タ イ ル の 導 入 や 、 呉 服 柄 に 始 ま る 流 行 操 作 の 試 み 、 さ ら に は
①
ゴ ウ カ

な 店 舗 空 間 や 店 内 の 文 化 的 な イ ベ ン ト な ど は 、 多 く の 人 々 を 余 剰 の 消 費 に 向 か わ せ る た め に 効 果 を

発 揮 し た と い え る 。

そ の 後 の 大 正 時 代 の 百 貨 店 を 中 心 と す る 消 費 文 化 は 、 初 期 の 高 級 路 線 か ら 大 衆 化 へ と 変 質 し て い

く 時 代 で あ っ た と い え る 。 一 九 〇 三 年 専 門 学 校 令 、 一 九 一 八 年 大 学 令 な ど 相 次 ぐ 高 等 教 育 機 関 の 整

備 に よ り 、 上 京 し て 大 学 や 専 門 学 校 な ど で 高 等 教 育 を 受 け る 人 数 は 増 大 し 続 け た 。 第 一 次 大 戦 後 、

物 価 高 騰 が 続 く 日 本 で は 、 増 大 し た 都 市 部 の 会 社 員 の 社 会 的 地 位 は 、 相 対 的 に 低 下 し て い く 。 彼 ら

の 多 く は 単 身 で 都 市 に 定 住 し 家 族 を 持 っ た が 、 物 価 高 騰 に 会 社 員 の 賃 金 上 昇 が 追 い 付 か な い 中 、 次

問 題 ・ 解 答

用 紙 番 号 44 の 解 答 用 紙 に 解 答 し な さ い 。

国 語

〈 受 験 学 部 〉

看 護 学 部 、 農 学 部 【 理 系 科 目 型 】
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第 に 生 活 が 苦 し く な っ て い っ た 。 大 正 期 の 百 貨 店 に 足 を 運 ん だ 多 く が 、 こ う し た 「 庶 民 化 」 し 始 め

た 会 社 員 と そ の 家 族 で あ っ た 。

都 市 部 の 中 間 層 の 上 昇 志 向 を 巧 み に 取 り 込 み つ つ 、 憧 れ の 生 活 を 手 軽 に 購 入 で き る 「 手 の 届 く 高

級 店 」 で あ っ た 百 貨 店 は 、 そ の 後 大 正 半 ば ま で に は 変 質 を
②

ヨ ギ な く さ れ た 。 三 越 呉 服 店 で は 一 九 一

九 年 に 開 催 さ れ た 「 大 阪 ・ さ か え 日 」 「 東 京 ・ 木 綿 デ ー 」 な ど を 境 に 、 綿 織 物 や 日 用 雑 貨 、 食 品 な

ど 日 用 品 の 大 売 り 出 し を 始 め 、 人 気 を 博 し た 。 ま た 一 九 二 二 年 に は 白 木 屋 が 常 設 売 り 場 と し て 呉 服 、

雑 貨 の 格 安 品 売 り 場 を 設 け て い る 。 こ う し た 百 貨 店 の 大 衆 化 は 関 東 大 震 災 以 降 、 さ ら に 加 速 し た 。

多 く の 百 貨 店 が 震 災 に よ り 店 舗 を 焼 失 す る 中 、 「 マ ー ケ ッ ト 」 「 出 張 店 」 と い っ た 仮 設 店 舗 を 分 散 し

て 開 設 し 、 日 用 品 を 大 量 に 安 く 提 供 し 、 人 々 の 需 要 に 応 え た 。 震 災 復 興 が 進 む 中 で 本 店 の 百 貨 店 は

復 活 し て い く が 、 安 売 り 品 の 販 売 は 続 け ら れ 、
Ａ
百 貨 店 の 路 線 そ の も の に お い て 初 期 の 高 級 路 線 か ら

の 脱 却 が 顕 著 と な っ た 。

Ｂ
会 社 員 の 生 活 苦 が 社 会 問 題 に な る 中 、 一 九 二 〇 年 に 結 成 さ れ た 文 部 省 の 外 郭 団 体 ・ 生 活 改 善 同 盟

の 目 的 は 、 衣 食 住 か ら 社 交 、 生 活 習 慣 に い た る 日 常 生 活 全 体 の 合 理 化 、 改 善 で あ っ た 。 こ の 中 の

「 住 宅 改 善 調 査 委 員 会 」 で 一 九 二 四 年 に 出 さ れ た 調 査 報 告 「 住 宅 改 善 の 方 針 」 で は 、 住 宅 と そ の 起

居 様 式 の 洋 風 化 、 合 理 化 を 提 唱 し て い る が 、 そ の 報 告 の 最 後 に 記 さ れ た の が 「 大 都 市 で は 地 域 の 状

況 に 依 り 共 同 住 宅 （ ア パ ー ト メ ン ト ） 並 に 田 園 都 市 の 施 設 を
③
シ ョ ウ レ イ す る こ と 」 で あ っ た 。

大 正 期 に な る と 、 私 鉄 の
Ｃ
鉄 道 網 の 発 展 に 伴 い 東 京 、 大 阪 の よ う な 大 都 市 部 で は 中 間 層 の 新 た な 住

い ち ぞ う み の お

ま い と し て 、 郊 外 住 宅 地 開 発 が 本 格 化 し た 。 関 西 で は 小 林 一 三 に よ る 箕 面 有 馬 電 気 軌 道 （ 現 ・ 阪

こ う し む ろ ま ち

急 ） 沿 線 の 住 宅 地 開 発 が そ の 嚆 矢 と さ れ 、 一 九 一 〇 年 に 始 ま っ た 池 田 室 町 の 開 発 以 降 、 沿 線 の 開 発

が 行 わ れ た 。 間 も な く 小 林 の 開 発 手 法 は 関 東 に も 及 び 、 大 正 後 半 に は 渋 沢 栄 一 に よ る 田 園 都 市 株 式

会 社 が 目 黒 蒲 田 電 鉄 の 経 営 と 併 せ て 玉 川 台 （ 現 ・ 田 園 調 布 ） な ど 住 宅 地 開 発 を 本 格 化 し て い く 。 分

譲 さ れ た 郊 外 住 宅 地 に は 「 文 化 住 宅 」 と 呼 ば れ る 小 型 洋 風 住 宅 が 立 ち 並 び 、 中 間 層 の 憧 れ の 住 ま い

と な っ た 。 そ の 多 く が
Ｄ
谷 崎 潤 一 郎 の 『 痴 人 の 愛 』 で 主 人 公 が ナ オ ミ と 暮 ら す 家 の よ う に 安 普 請 の 和

洋 折 衷 住 宅 で あ っ た が 、 封 建 的 な 在 来 和 風 住 宅 と は 異 な る 洋 風 の 生 活 様 式 は 、 ま さ し く 同 時 代 に 流

行 し た 「 文 化 」 「 モ ダ ン 」 と い っ た 語 を 象 徴 す る も の で あ っ た 。

郊 外 か ら 都 心 へ の 人 の 流 れ を つ く っ た 阪 急 の 小 林 一 三 は 、 梅 田 駅 直 結 の 百 貨 店 と い う 構 想 に 着 手

す る 。 一 九 二 〇 年 に 竣 工 し た 阪 急 梅 田 ビ ル に お い て 、 一 九 二 五 年 に は 食 料 品 や 生 活 雑 貨 を 扱 う 阪 急

マ ー ケ ッ ト を 開 店 さ せ 、 一 九 二 九 年 に は 阪 急 百 貨 店 へ と 発 展 し た 。 旧 来 の 商 業 地 に あ っ た 老 舗 呉 服

店 を 起 源 と す る 百 貨 店 が 徹 底 し て 高 級 路 線 を 展 開 し て い た の に 対 し て 、 郊 外 住 宅 地 の 住 民 を タ ー

ゲ ッ ト と し た タ ー ミ ナ ル ・ デ パ ー ト が 目 指 し た の は 、 食 品 や 日 用 品 を 充 実 さ せ た 庶 民 的 な 店 で あ っ

た 。 梅 田 の 阪 急 百 貨 店 は 「 ど こ よ り も よ い 品 物 を 、 ど こ よ り も 安 く 売 り た い 」 と い う 小 林 の 意 志 が

反 映 さ れ 、 最 上 階 の 大 食 堂 で は 低 価 格 で 提 供 さ れ る ラ イ ス カ レ ー が 評 判 と な っ た 。
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タ ー ミ ナ ル ・ デ パ ー ト は 私 鉄 資 本 に よ る 郊 外 開 発 を 背 景 に 生 み 出 さ れ た 、 日 本 特 有 の 百 貨 店 の ス

タ イ ル で あ る と い え る 。 私 鉄 各 社 は 電 鉄 経 営 を 基 盤 と し 住 宅 地 開 発 と 、 都 心 へ の 終 着 駅 に は タ ー ミ

ナ ル ・ デ パ ー ト 、 そ し て 郊 外 の 終 着 駅 付 近 に は レ ジ ャ ー 施 設 を つ く り 、 沿 線 住 民 の 消 費 生 活 す べ て

を 包 含 す る 複 合 的 な 戦 略 を と っ た 。 阪 急 の 宝 塚 新 温 泉 の 開 発 は よ く 知 ら れ て い る が 、 こ の ほ か 二 子

玉 川 園 玉 川 遊 園 地 （ 一 九 〇 九 ） 、 多 摩 川 園 （ 一 九 二 五 ） な ど 、 私 鉄 に よ る 沿 線 の 娯 楽 施 設 の 整 備 が

進 ん だ 。 こ う し た 遊 園 地 を は じ め と す る レ ジ ャ ー 施 設 は ど こ も 家 族 の た め の 「 健 全 な 娯 楽 」 を 提 供

わ い ざ つ

す べ く 、 猥 雑 な 見 世 物 小 屋 の 並 ん だ 庭 園 由 来 の 遊 園 地 と は 一 線 を 画 し た 。 同 時 に 、 後 述 す る よ う に

タ ー ミ ナ ル ・ デ パ ー ト の 屋 上 に も 遊 園 地 や 動 物 園 が 備 え ら れ 、 家 族 の た め の 文 化 的 な 休 日 を 提 供 す

る 場 と な っ て い っ た 。

れ ん が が い

明 治 初 年 に 外 国 人 技 師 Ｔ ・ ウ ォ ー ト ル ス の 設 計 で 建 設 さ れ た 銀 座 煉 瓦 街 （ 一 八 七 七 年 に 全 街 区 完

成 ） は 、 車 道 と 歩 道 の 分 離 、 街 灯 と 並 木 の あ る 大 通 り 、 煉 瓦 造 り の ア ー ケ ー ド 型 不 燃 建 築 な ど が 話

題 と な っ た 。 明 治 二 〇 年 代 に は 洋 服 店 、 時 計 ・ 宝 飾 店 、 薬 屋 、 洋 食 店 、 新 聞 社 な ど が 立 ち 並 ぶ 、 文

明 開 化 を 代 表 す る ハ イ カ ラ な 街 と し て 知 ら れ る よ う に な っ て い っ た 。 初 期 の 銀 座 は 高 級 な 舶 来 品 店

が 集 積 し た 、 上 流 階 級 や 文 化 人 の た め の 商 店 街 で あ り 、 銀 座 を 通 し て 人 々 は 西 洋 の 文 化 を
④
キ ョ ウ

ジ ュ し た 。 し か し 大 正 前 半 ま で の 実 際 の 東 京 の 商 業 の 中 心 は 依 然 と し て 江 戸 か ら 続 く 日 本 橋 室 町 周

辺 で あ り 、 百 貨 店 が 集 ま る 最 大 の 商 業 エ リ ア で あ っ た 。 こ の 状 況 を 一 変 さ せ た の が 関 東 大 震 災 で

あ っ た 。 震 災 以 降 、 銀 座 に は 大 衆 化 し た カ フ ェ ー が 次 々 と 開 店 し 、 ま た 同 時 に 老 舗 百 貨 店 の 銀 座 へ

の 進 出 が 加 速 し た 。 一 九 二 四 年 松 坂 屋 、 一 九 二 五 年 松 屋 、 一 九 三 〇 年 三 越 （ 再 進 出 ） と い う よ う に 、

お わ り ち ょ う

尾 張 町 交 差 点 （ 銀 座 四 丁 目 交 差 点 ） 近 く に 三 店 の 百 貨 店 が 競 合 し 、 こ れ が
Ｅ

銀 座 の 本 格 的 発 展 に つ

な が っ た 。 進 出 し た 百 貨 店 は 銀 座 の 光 景 の ひ と つ に 組 み 込 ま れ 、 消 費 の 場 が 点 か ら 面 へ と 拡 大 し て

い っ た の が 、 大 正 期 の 銀 座 で あ っ た 。

銀 座 の 近 代 的 な 歩 道 と シ ョ ー ウ ィ ン ド ウ の あ る 店 舗 は 、 都 市 の 「 遊 歩 者 」 を 生 み 出 し た と い え る 。

シ ョ ー ウ ィ ン ド ウ の 商 品 を 眺 め な が ら 、 目 的 も な く ふ ら ふ ら す る と い う 、 近 代 都 市 の 新 し い 楽 し み

方 「 銀 ブ ラ 」 が 人 気 と な っ た 。 銀 ブ ラ の 語 源 は 諸 説 あ る が 、 銀 座 を ぶ ら ぶ ら 歩 く だ け で な く 、 「 カ

フ ェ パ ウ リ ス タ で ブ ラ ジ ル コ ー ヒ ー を 飲 む 」 こ と だ っ た と も い わ れ て い る 。 遊 歩 す る 都 市 の 休 息 所

で あ り 、 様 々 な 文 化 の 情 報 が 行 き 交 う 場 と し て 、 銀 座 に は パ ウ リ ス タ や カ フ ェ ・ プ ラ ン タ ン を は じ

め 、 ソ ー ダ ・ フ ァ ウ ン テ ン や パ ー ラ ー 、 ビ ヤ ホ ー ル な ど が 開 店 し た 。 中 で も カ フ ェ ・ ラ イ オ ン の よ

う な ア ル コ ー ル 提 供 を 主 と し た 店 が 次 第 に 多 く な り 、 こ の 傾 向 は 震 災 後 に な る と よ り 鮮 明 に な っ た 。

カ フ ェ ー ・ タ イ ガ ー （ 一 九 二 四 ） 、 カ フ ェ ・ ク ロ ネ コ （ 一 九 二 七 ） な ど 、 ア ル コ ー ル と 女 給 の サ ー

ビ ス が 主 と な る 風 俗 営 業 店 が 増 え 、 永 井 荷 風 ら の 小 説 の 舞 台 と な り 、 盛 り 場 の 大 衆 化 が 進 ん で い っ

た 。
東 京 駅 の 完 成 に よ り 、 大 正 後 半 に な る と 日 本 橋 、 京 橋 エ リ ア か ら 丸 の 内 ヘ オ フ ィ ス の 移 転 が 増 加
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し 、 銀 座 は 丸 の 内 に 通 勤 す る 会 社 員 が 昼 休 み や 仕 事 帰 り に 立 ち 寄 る 場 と し て 人 気 を 集 め て い く 。 初

期 百 貨 店 に 足 を 運 ん だ の は 、 主 に 会 社 に 通 勤 す る 成 人 男 性 で あ っ た 。 百 貨 店 に 実 際 に 訪 れ る の は 自

身 の 紳 士 用 品 、 家 族 へ の 土 産 の 菓 子 類 な ど 買 い 求 め る 男 性 が 多 く 、 女 性 が 自 由 に 外 出 で き る 環 境 は

整 っ て い な か っ た 。 し か し 大 正 末 に な る と 、 百 貨 店 の ポ ス タ ー に は 子 ど も 連 れ の 女 性 が 多 く 描 か れ

る よ う に な っ て い く 。 女 性 が 消 費 の 場 に 足 を 運 ぶ こ と を 後 押 し し た の が 銀 座 の 百 貨 店 で あ っ た 。 一

九 二 七 年 の 地 下 鉄 銀 座 線 の 開 通 に よ り 、 女 性 や 学 生 な ど も 含 め 、 渋 谷 な ど 開 発 さ れ 始 め た 郊 外 に 住

む 人 び と が 気 軽 に 行 け る 場 所 と な っ た の で あ る 。

百 貨 店 と カ フ ェ ー に 代 表 さ れ る よ う に 、 大 正 末 以 降 の 銀 座 は 歓 楽 と 消 費 の 場 が 混 ざ り 合 う 新 た な

盛 り 場 と し て 多 く の 人 を 集 め た 。 そ し て 最 先 端 の モ ダ ン 風 俗 の 男 女 「 モ ダ ン ・ ボ ー イ 」 「 モ ダ ン ・

ガ ー ル 」 が 登 場 し 、 昭 和 に 入 る と 大 衆 化 の 流 れ が 本 格 化 し て い く こ と に な る 。

大 正 時 代 の 消 費 文 化 は 、 デ モ ク ラ シ ー の 思 潮 を 反 映 し 家 族 本 位 、 特 に 子 ど も を 中 心 的 存 在 と す る

家 族 が 消 費 の 単 位 と な っ た 。 阪 急 の 小 林 一 三 は 、 中 間 層 の 家 庭 の た め の 健 全 な 生 活 文 化 を 提 供 す る

さ か い と し ひ こ

こ と を 目 標 に 掲 げ た 。 近 代 家 族 観 が 西 洋 か ら も た ら さ れ る 中 で 、 明 治 二 〇 年 代 に 堺 利 彦 ら が 提 唱

し た 「 家 庭 」 と い う 語 は 明 治 末 頃 ま で に は 都 市 部 の 中 間 層 に は 広 ま っ て い っ た が 、 そ れ と 同 時 に 子

ど も の 存 在 が 大 人 と は 区 別 さ れ 、 独 自 の 世 界 を 持 つ も の で あ る と 認 識 さ れ る よ う に な る 。 こ の 中 で

封 建 的 家 族 制 度 は 否 定 さ れ 、 親 密 な 「 家 庭 」 と そ の 団 ら ん の 形 成 が 重 視 さ れ た 。 こ の 考 え が 大 正 期

の 童 心 主 義 に つ な が っ て い く こ と に な る が 、
Ｆ
近 代 子 ど も 観 を い ち 早 く 利 用 し た の は 百 貨 店 の よ う な

消 費 の 場 で あ っ た 。

す で に 明 治 末 に は 、 子 ど も 用 品 と い う 有 望 な 市 場 に 着 目 し た 三 越 で は 教 育 熱 心 な 中 間 層 の 親 に 向

け て 、 様 々 な 子 ど も 用 品 を 販 売 す る よ う に な っ た 。 子 ど も の 教 育 に 役 立 つ 教 育 玩 具 の 販 売 、 さ ら に

は 子 ど も 服 や 文 具 、 子 ど も 用 家 具 、 食 器 な ど 、 百 貨 店 で は 、 大 人 と 区 別 し た 「 子 ど も 用 」 の 商 品 を

積 極 的 に 売 り 出 し た 。 三 越 呉 服 店 で 一 九 〇 九 年 か ら 一 九 二 一 年 ま で 開 催 さ れ た 児 童 博 覧 会 で は 、 子

か

ど も そ の も の で は な く 、 子 ど も の た め の 商 品 を 展 示 す る こ と で 、 子 ど も や 親 た ち の 物 欲 を 掻 き 立 て 、

「 正 し い 環 境 で 教 育 さ れ る べ き 児 童 」 と い う 新 し い 概 念 を 広 め る 役 割 を 果 た し た 。 こ う し た 百 貨 店

の 試 み に よ る 子 ど も 用 品 の 消 費 文 化 は 、 子 ど も の 生 育 環 境 に 関 心 を 持 つ 大 正 期 の 家 庭 に 根 付 く こ と

に な る 。

初 期 の 百 貨 店 で は か な り 大 々 的 に 子 ど も 用 品 が 売 り 出 さ れ た 。 七 五 三 や 雛 祭 り は 、 晴 れ 着 や 雛 人

形 を 売 り 出 す 格 好 の 機 会 で あ り 、 明 治 維 新 後 し ば ら く 衰 退 し て い た こ れ ら の 習 俗 を 明 治 末 に 復 活 さ

せ た の が 、 百 貨 店 で あ っ た 。 こ れ ら 古 く か ら の 年 中 行 事 に 加 え て 百 貨 店 が 子 ど も 用 品 売 り 出 し の 好

機 と 考 え た の が 、 新 入 学 ・ 新 学 期 の シ ー ズ ン で あ っ た 。 教 育 制 度 の 普 及 と と も に 、 子 ど も は 明 治 末

に 初 等 教 育 の 就 学 率 が 九 割 を 超 え た 。 ノ ー ト や 鉛 筆 、 筆 箱 と い っ た 学 習 用 具 は 親 た ち が 新 学 期 に 買

い 揃 え る べ き 用 品 で あ る と と も に 、 子 ど も の 入 学 祝 い な ど に 適 切 な 贈 答 品 と し て 「 文 具 セ ッ ト 」 が
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売 り 出 さ れ た 。 さ ら に 大 正 時 代 に な る と 通 学 の た め の 用 品 は 、 安 定 し た 需 要 の 見 込 め る 大 き な 市 場

と し て 着 目 さ れ て い く 。 文 具 の ほ か に も 通 学 カ バ ン や 通 学 用 靴 、 通 学 服 、 さ ら に は 子 ど も 用 学 習 机

が 、 二 月 頃 か ら 大 々 的 に 紹 介 さ れ る よ う に な る 。

百 貨 店 は 子 ど も 用 品 市 場 を
⑤

カ イ タ ク し て い く と 同 時 に 、 子 ど も 連 れ の 家 族 が 休 日 を 過 ご す 娯 楽 の

場 を 積 極 的 に つ く り だ し た 。 百 貨 店 各 店 が 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 店 舗 に 改 装 す る 中 で 屋 上 を 設 け る

よ う に な る と 、 そ こ に は 子 ど も の た め の 動 物 園 や 遊 園 地 が つ く ら れ る よ う に な っ た 。 一 九 二 六 年 、

銀 座 松 坂 屋 で は 屋 上 動 物 園 が 設 置 さ れ 、 ラ イ オ ン や ヒ ョ ウ な ど の 猛 獣 が 飼 育 展 示 さ れ 話 題 と な っ た 。

そ の 後 各 店 の 屋 上 で 遊 戯 機 械 の 導 入 が 進 ん で い く こ と に な る 。 大 正 期 の 百 貨 店 は 、 休 日 の 家 族 団 ら

す ご ろ く

ん の た め の 、 皆 が 楽 し め る 場 と な っ た 。
Ｇ

大 正 か ら 昭 和 初 期 に か け て 、 子 ど も の 双 六 に も 百 貨 店 を 題

り ゅ う し

材 に し た も の が 登 場 す る よ う に な る 。 川 端 龍 子 の 画 に よ る 『 少 女 の 友 』 一 九 一 四 年 一 月 号 付 録 「 買

い ち め い

ひ 物 双 六
＊

一 名 デ パ ー ト メ ン ト ス ト ア 」 で は 百 貨 店 の 断 面 図 が 描 か れ 、 入 り 口 か ら 各 階 を 巡 り 、 最

後 に 屋 上 で 「 上 が り 」 と な っ て い る 。 双 六 は 初 期 に お い て 百 貨 店 と は い か な る と こ ろ か 、 と い う こ

と を 視 覚 的 に 案 内 す る 役 割 を 果 た し て お り 、 大 人 向 け に も 同 様 の 案 内 が 見 ら れ た 。 し か し 大 正 期 に

百 貨 店 が 家 族 で 訪 れ る 楽 し い 場 所 に な っ て い く こ と で 、 例 え ば 一 九 二 八 年 の 「 三 越 双 六 」 で は 、 正

月 の 凧 揚 げ に 始 ま り 、 雛 祭 り や 夏 祭 り 、 ピ ク ニ ッ ク 、 ク リ ス マ ス と い っ た 子 ど も が 楽 し む 行 事 を 経

て 、 最 後 は 「 家 族 で 百 貨 店 に 行 く 」 こ と が ゴ ー ル と な っ て い る 。 す な わ ち こ の 時 点 で 、 百 貨 店 は 未

知 の 商 業 空 間 で は な く 、 子 ど も が 楽 し み に し て い る 家 族 の 娯 楽 と し て 認 知 さ れ る よ う に な っ て い た

の で あ る 。

（ 神 野 由 紀 「 百 貨 店 と 消 費 文 化 の 展 開 」 ）

＊ 一 名 … … 別 名 、 ま た の 名 。

問 一 傍 線 部 ① 〜 ⑤ の カ タ カ ナ を そ れ ぞ れ 漢 字 に 直 し な さ い 。
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問 二 傍 線 部 Ａ 「 百 貨 店 の 路 線 」 と あ る が 、 黎 明 期 か ら 大 正 期 に か け て の 路 線 に つ い て 述 べ た 次 の

ア 〜 オ の う ち か ら 、 最 も 適 切 な も の を 選 び な さ い 。

ア 初 期 の 百 貨 店 は 、 呉 服 販 売 の 重 視 を 継 続 し つ つ も 、 同 時 に 欧 米 諸 国 か ら の 輸 入 品 の 販 売 に

も 力 を 注 い だ 。

イ 大 正 時 代 に 百 貨 店 が 大 衆 化 し た 主 な 要 因 は 、 都 市 部 で の 専 門 学 校 や 大 学 な ど の 増 加 と 就 職

先 の 増 加 で あ っ た 。

ウ 大 正 期 の 百 貨 店 の 新 た な 広 告 ス タ イ ル は 、 そ れ ま で は 必 要 と 思 わ れ て い な か っ た 商 品 の 必

要 性 を 消 費 者 に 喚 起 す る こ と に 役 立 っ た 。

エ 大 正 期 初 め 頃 に 日 用 品 を 安 価 で 売 り 出 し 始 め た 百 貨 店 は 、 関 東 大 震 災 後 に は 高 級 品 の 販 売

を 次 第 に 止 め る よ う に な っ た 。

オ も と も と 呉 服 店 で あ っ た 黎 明 期 の 百 貨 店 は そ の 資 本 力 に よ り 、 輸 入 に た よ っ て い た 高 級 品

の 国 内 生 産 ひ い て は 低 価 格 化 を 実 現 し た 。

問 三 傍 線 部 Ｂ 「 会 社 員 の 生 活 苦 」 と あ る が 、 そ の 理 由 を 具 体 的 に 説 明 し た 部 分 を 含 む 一 文 の 最 初

の 五 文 字 を 抜 き 出 し な さ い 。

問 四 傍 線 部 Ｃ 「 鉄 道 網 の 発 展 」 に 伴 う 開 発 に つ い て 述 べ た 次 の ア 〜 オ の う ち か ら 、 最 も 適 切 な も

の を 選 び な さ い 。

ア 日 本 で 初 め て 私 鉄 の 鉄 道 網 が 整 備 さ れ た 大 阪 で は 郊 外 住 宅 が 発 展 し 、 渋 沢 栄 一 ら に よ る 東

京 で の 郊 外 住 宅 の 開 発 は こ れ を モ デ ル に し た 。

イ 沿 線 住 民 の 消 費 の す べ て を 取 り 込 む こ と を 目 的 に 、 私 鉄 各 社 が 都 市 部 と 郊 外 そ れ ぞ れ の 終

着 駅 に 施 設 を つ く っ た 。

ウ 郊 外 住 宅 の 開 発 に 本 格 的 に 着 手 し た 私 鉄 会 社 の 中 に は 、 そ の 経 営 基 盤 が 鉄 道 か ら 住 宅 へ と

変 化 し た 会 社 も あ っ た 。

エ 新 た な 住 宅 地 開 発 に よ り 中 間 層 の 生 活 問 題 は 解 消 さ れ た が 、 都 市 部 の 住 民 と の 経 済 格 差 が

新 た に 問 題 と な っ た 。

オ 阪 急 梅 田 ビ ル で は 、 当 初 高 級 路 線 の 百 貨 店 と 庶 民 的 な 店 が 併 存 し た が 、 前 者 は 消 費 者 の

ニ ー ズ に 合 わ ず 撤 退 し た 。

― 61―



問 五 傍 線 部 Ｄ 「 谷 崎 潤 一 郎 」 に つ い て 、 彼 の 作 品 を 次 の ア 〜 オ の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

ア 「 破 戒 」

イ 「 高 瀬 舟 」

ウ 「 虞 美 人 草 」

エ 「 春 琴 抄 」

オ 「 友 情 」

問 六 傍 線 部 Ｅ 「 銀 座 の 本 格 的 発 展 」 に つ い て 述 べ た 次 の ア 〜 オ の う ち か ら 、 最 も 適 切 な も の を 選

び な さ い 。

ア 大 正 期 か ら 始 ま っ た カ フ ェ ー の 開 店 や 百 貨 店 の 進 出 に 象 徴 さ れ る 銀 座 の 大 衆 化 は 、 昭 和 初

期 に 決 定 的 と な っ た 。

イ 大 正 期 の 銀 座 で は 、 百 貨 店 と と も に カ フ ェ ー や 風 俗 営 業 店 が 増 加 し た た め 、 百 貨 店 の 顧 客

は 主 に 会 社 に 勤 め る 成 人 男 性 で あ っ た 。

ウ 大 正 後 半 の 銀 座 で は 、 渋 谷 と い っ た 郊 外 と の 交 通 ア ク セ ス が 向 上 し た た め 、 訪 れ る 層 が 若

年 化 し た 。

エ 大 正 末 に 銀 座 の 百 貨 店 の ポ ス タ ー に 子 連 れ の 女 性 が 描 か れ た た め 、 銀 座 は 男 性 か ら 敬 遠 さ

れ る よ う に な っ た 。

オ 震 災 以 降 、 銀 座 や 日 本 橋 室 町 で は 高 級 な 舶 来 品 を 販 売 す る 百 貨 店 が 増 え 、 上 流 階 級 の ニ ー

ズ を 満 た し 、 街 が 発 展 し た 。
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問 七 傍 線 部 Ｆ 「 近 代 子 ど も 観 を い ち 早 く 利 用 し た 」 と あ る が 、 こ れ に つ い て 述 べ た 次 の ア 〜 オ の

う ち か ら 、 適 切 で な い も の を 一 つ 選 び な さ い 。

ア 明 治 末 以 降 、 子 ど も の 教 育 環 境 に つ い て の 新 た な 考 え が 広 ま っ た こ と で 、 百 貨 店 に と っ て

教 育 玩 具 や 衣 服 と い っ た 子 ど も 用 品 に は 大 き な 市 場 が 見 込 ま れ る よ う に な っ た 。

イ 明 治 末 以 降 、 百 貨 店 は 晴 れ 着 や 文 具 セ ッ ト と い っ た 子 ど も 用 品 の 販 売 を 始 め る だ け で な く 、

屋 上 で の 動 物 展 示 な ど と い っ た 試 み を 行 う こ と で 、 大 正 期 に は 家 族 単 位 で の 消 費 の 場 と し て

の 性 格 を 新 た に 帯 び 始 め た 。

ウ 子 ど も の 教 育 環 境 に つ い て の 新 た な 考 え や 教 育 制 度 の 普 及 に よ り 、 晴 れ 着 や 雛 人 形 の 売 れ

行 き が 落 ち 込 ん だ も の の 、 こ の 状 況 を む し ろ 好 機 と 捉 え た 百 貨 店 は 文 具 や 通 学 必 需 品 と と も

に そ れ ら の 販 売 を 図 っ た 。

エ 百 貨 店 で の 子 ど も 用 品 の 販 売 の 増 加 の 背 景 に は 、 百 貨 店 が 子 ど も や 親 た ち の 購 買 欲 を 掻 き

立 て た だ け で は な く 、 日 本 の 教 育 制 度 の 充 実 と そ れ に 伴 う 文 具 や 通 学 用 品 の 需 要 増 加 が あ っ

た 。

オ 百 貨 店 が 利 用 し た 近 代 子 ど も 観 で は 、 そ れ 以 前 の 考 え 方 と は 異 な り 、 大 人 と 子 ど も が そ れ

ぞ れ 独 自 の 世 界 を 持 つ も の と さ れ 、 特 に 子 ど も が 家 族 の 中 心 的 存 在 と 位 置 付 け ら れ る よ う に

な っ た 。

問 八 傍 線 部 Ｇ 「 大 正 か ら 昭 和 初 期 に か け て 、 子 ど も の 双 六 に も 百 貨 店 を 題 材 に し た も の が 登 場 す

る よ う に な る 」 と あ る が 、 こ の こ と に つ い て 述 べ た 次 の 文 中 の 空 欄 Ｘ ・

Ｙ に 入 る 適 切 な 表 現 を 、 本 文 中 の 言 葉 を 用 い て そ れ ぞ れ 十 五 字 以 内 で 答 え な

さ い 。
初 期 の 双 六 は Ｘ 役 割 を も っ て い た が 、 後 年 の 双 六 は 「 家 族 で 百 貨 店 に 行

く 」 こ と が ゴ ー ル に な っ て い る こ と か ら 、 百 貨 店 が Ｙ と 位 置 づ け ら れ て い

る こ と が う か が え る 。
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Ⅱ 次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。 な お 、 解 答 に 句 読 点 等 の 記 号 が あ る 場 合 は 、 そ

れ も 字 数 に 含 む も の と す る 。 （ 四 五 点 ）

人 間 は あ れ こ れ と 後 悔 す る 。 こ ん な 連 載 、 引 き 受 け な け れ ば よ か っ た 、 等 々 。 で は 猫 は ど う か 。

い や 、 別 に 猫 に か ぎ ら な い 。 人 間 以 外 の 動 物 は 、 後 悔 を す る の だ ろ う か 。

猫 が 鳥 に 襲 い か か る 。 逃 げ ら れ る 。 で も 、 惜 し か っ た 。 そ の と き そ の 猫 は 、 「 も う 少 し 忍 び 足 で

近 づ い て か ら 飛 び か か れ ば よ か っ た に ゃ 」 な ど と い う 日 本 語 に 翻 訳 で き る よ う な 仕 方 で 後 悔 す る の

だ ろ う か 。 私 の 考 え で は 、 し な い 。 い や 、 で き な い 。 猫 は 、 そ し て 人 間 以 外 の 動 物 は 、 後 悔 と い う

も の を 為 し え な い 。 な ぜ か 。

後 悔 す る と い う こ と は 、 事 実 に 反 す る 思 い を 含 ん で い る 。 「 あ あ す れ ば よ か っ た 」 と い う の は 、

そ う し な か っ た と い う 事 実 に 反 す る 思 い で あ り 、 「 あ ん な こ と し な け れ ば よ か っ た 」 と い う の は そ

ん な こ と を し て し ま っ た と い う 事 実 に 反 す る 思 い で あ る 。 な ら ば 、 事 実 に 反 す る 思 い を も つ と い う

の は 、 ど の よ う に し て 可 能 に な る の だ ろ う か 。

ひ と つ 用 語 を 導 入 し て お き た い 。 『 論 理 哲 学 論 考 』 に お い て ウ ィ ト ゲ ン シ ュ タ イ ン は 、 可 能 な 事

実 の 総 体 を 「
Ⅰ
論 理 空 間 」 と 呼 ぶ 。 そ こ に は 、 現 実 に 起 こ っ た 事 実 と 現 実 に は 起 こ ら な か っ た け れ ど

起 こ り え た と い う 事 実 が 含 ま れ て い る 。 こ こ で 、 「 起 こ り え た 」 と い う の は 目 い っ ぱ い 広 く と っ て

い た だ き た い 。 私 は 現 実 に は 大 学 の 教 員 を し て い る が 、 も し か し た ら 大 リ ー ガ ー で あ っ た か も し れ

な い 。 も ち ろ ん そ れ が ふ つ う の 意 味 で は 「 あ り え な い 」 こ と な の は 私 が 一 番 よ く 承 知 し て い る 。 だ

が 、 能 力 的 に 実 現 不 可 能 で あ っ て も 、 思 考 不 可 能 で は な い 。 「 も し 私 が 大 リ ー ガ ー で あ っ た な ら 」

と 反 事 実 的 な 想 像 を す る こ と は 別 に 矛 盾 で は な い 。 私 が 大 リ ー グ で ホ ー ム ラ ン を ば か す か 打 つ 。 ど

こ に 矛 盾 が あ ろ う か 。

こ こ で 捉 え ら れ る 「 可 能 性 」 は 、 わ れ わ れ が 捉 え う る 最 も 広 い 意 味 で の 可 能 性 、 つ ま り 論 理 的 可

能 性 に ほ か な ら な い 。 そ れ は 論 理 的 に 矛 盾 し な い か ぎ り は 可 能 で あ る と 言 わ れ る 。 そ ん な 可 能 性 の

総 体 、 そ れ が 論 理 空 間 で あ る 。 現 実 の 世 界 と い う の は 論 理 空 間 の 中 の ご く 一 部 分 に す ぎ な い 。 実 際

に 起 こ っ て い る こ と を 取 り 巻 い て 、 現 実 化 し な か っ た 可 能 性 が 広 大 に 開 け て い る 。 だ が 他 方 、 わ れ

わ れ は た だ こ の 現 実 の 世 界 を 生 き る し か な い 。 こ こ に 問 題 の 根 っ こ が あ る 。

わ れ わ れ が 出 会 う の は す べ て 現 実 の 世 界 で あ る 。 可 能 性 の 世 界 な ど と い う も の が ど こ か に あ る わ

け で は な い 。 へ た を す る と 「 思 考 の 世 界 」 な ど と い う も の を 想 定 し 、 し か も そ れ を 「 心 の 中 」 に 位

置 づ け た り し た く な る か も し れ な い 。 だ が 、 見 ま わ し て ほ し い 。 部 屋 の 中 、 あ る い は 窓 の 外 。 見 え

る の は 現 実 に 起 こ っ て い る さ ま ざ ま な 事 実 で あ る 。 「 心 の 中 」 （ 実 に い い か げ ん な 言 葉 だ と 思 う が 、

い ま は そ れ に は 目 を つ ぶ っ て ） を 探 っ て み て も よ い 。 軽 く 頭 痛 が す る 。 そ れ も 現 実 に 起 こ っ て い る

事 実 で あ る 。 あ れ や こ れ や 考 え て い る 。 非 現 実 的 な こ と を 考 え て い る か も し れ な い が 、 そ う 考 え て

― 64―



い る こ と 、 そ れ は 現 実 の 事 実 で あ る 。 文 字 を 書 き つ け る 。 声 に 出 さ ず に 語 る 。 イ メ ー ジ を 思 い 描 く 。

あ る い は 脳 が あ る 状 態 に な る 。 す べ て 、 現 実 に 起 こ っ て い る 事 実 に ほ か な ら な い 。

私 に 与 え ら れ て い る も の は 現 実 の 事 実 だ け で あ る 。 し か し 私 は 現 実 を 取 り 巻 く 可 能 性 の 総 体 た る

論 理 空 間 を 了 解 し て い る 。 だ と す れ ば 、 こ の 現 実 を 元 手 に 、 論 理 空 間 の 了 解 が 形 成 さ れ る の で な け

れ ば な ら な い 。 そ れ は ど の よ う に し て か 。

な に よ り も ま ず 、 世 界 が 分 節 化 さ れ て い な け れ ば な ら な い 。 例 え ば 白 い 犬 が 走 っ て い る と い う 事

実 を 、 わ れ わ れ は 、 〈 白 い 〉 と い う 性 質 と 〈 一 匹 の あ の 犬 〉 と い う 対 象 と 〈 走 っ て い る 〉 と い う 動

作 と い っ た 要 素 か ら 構 成 さ れ る も の と し て 捉 え て い る 。 こ う し た 構 成 要 素 を 取 り 出 す こ と を 「 分 節

化 」 と 言 う 。

わ れ わ れ は す で に 分 節 化 さ れ た 世 界 に 生 き て い る 。 分 節 化 さ れ て い な い 世 界 と は 、 い わ ば 徹 底 的

た と

な あ の 世 界 に も 喩 え ら れ る だ ろ う 。 そ こ で は 、 あ ら ゆ る 対 象 の 輪 郭 が 失 わ れ 、 そ れ ら 対 象

が も っ て い た 意 味 も 消 え 去 る 。 そ ん な 世 界 。 他 方 、 わ れ わ れ が 生 き て い る 世 界 は そ う で は な い 。 わ

れ わ れ は 、 〈 あ の 犬 は 白 い 〉 と い う 事 実 か ら 、 〈 あ の 犬 〉 と い う 対 象 と 〈 白 い 〉 と い う 性 質 を 分 節 化

し 、 あ る い は ま た 〈 机 の 上 に パ ソ コ ン が あ る 〉 と い う 事 実 か ら 、 〈 そ の 机 〉 と 〈 そ の パ ソ コ ン 〉 と

い う 対 象 と 〈 … の 上 に … が あ る 〉 と い う 関 係 を 、 そ の 事 実 を 構 成 す る 要 素 と し て 分 節 化 し て い る 。

あ ま り 細 か い 区 別 を し て も し ょ う が な い の で 、 性 質 と 関 係 を あ わ せ て 「 概 念 」 と 呼 ぶ こ と に し よ う 。

わ れ わ れ は 世 界 を さ ま ざ ま な 対 象 と さ ま ざ ま な 概 念 に 分 節 化 し て 捉 え て い る 。

Ⅱ
か り に 世 界 が 分 節 化 さ れ て い な か っ た な ら 、 反 事 実 的 な 思 い も 不 可 能 と な る だ ろ う 。 犬 が 走 っ て

い る と い う 事 実 を 前 に し て 、 そ の 犬 が 逆 立 ち す る と い う 反 事 実 的 な こ と を 考 え る 。 そ の よ う な 思 い

が 可 能 に な る の も 、 〈 そ の 犬 〉 と い う 対 象 と 〈 走 る 〉 と い う 概 念 が 別 々 の 要 素 と し て 捉 え ら れ て い

る か ら で あ る 。 そ の 犬 は な る ほ ど い ま は 走 っ て い る 。 し か し 、 走 っ て い る 状 態 し か あ り え な い の で

は な く 、 歩 い て い た り 寝 て い た り 、 あ る い は 逆 立 ち す る こ と も 、 考 え る こ と が で き る 。 そ れ は 、

〈 そ の 犬 〉 と い う 対 象 を 〈 走 る 〉 と い う 概 念 以 外 の 要 素 （ 〈 歩 く 〉 〈 寝 る 〉 〈 逆 立 ち す る 〉 等 々 ） と 組

み 合 わ せ る こ と が 可 能 だ と い う こ と に ほ か な ら な い 。 そ の た め に は 、 〈 そ の 犬 〉 と い う 対 象 と 〈 走

る 〉 と い う 概 念 は 別 々 の 構 成 要 素 と し て 区 別 さ れ て い な け れ ば な ら な い 。 つ ま り 、 論 理 空 間 を 開 く

に は 、 世 界 が 対 象 と 概 念 に 分 節 化 さ れ て い な け れ ば な ら な い の で あ る 。

た だ し 、 こ こ で も う 少 し こ と が ら を 正 確 に 捉 え て お き た い 。 い ま 述 べ た よ う に 、 論 理 空 間 を 開 く

に は 世 界 が 分 節 化 さ れ て い な け れ ば な ら な い が 、 逆 に 、 世 界 が 分 節 化 さ れ て い る た め に は 論 理 空 間

が 成 立 し て い な け れ ば な ら な い の で あ る 。

机 の 上 の パ ソ コ ン を 考 え て み よ う 。 な る ほ ど い ま は 机 の 上 に あ る が 、 可 能 性 と し て は そ の パ ソ コ

ン は さ ま ざ ま な 場 所 に あ り う る 。 例 え ば 床 の 上 に 置 く 。 あ る い は 部 屋 の 外 に 持 ち 出 す 。 そ こ で 、 わ

れ わ れ が そ う し た 可 能 性 を 理 解 し て い な い と し て み よ う 。 そ の と き 、 そ の パ ソ コ ン は そ の 机 の 上 に
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し か あ り え な い も の と な っ て し ま う だ ろ う 。 そ の パ ソ コ ン と そ の 机 が 分 離 さ れ る こ と を 、 わ れ わ れ

は 想 像 す る こ と さ え で き な い 。 そ う な っ て し ま っ た ら 、 そ れ は つ ま り 、 そ の パ ソ コ ン と 机 は 分 離 不

可 能 （ し か も 論
�

理
�

的
�

に
�

分 離 不 可 能 ） と い う こ と で あ り 、 そ れ は も は や さ ら な る 要 素 に 分 解 不 可 能 な

一 つ の 対 象 と い う こ と に な る 。

机 の 色 に つ い て も 同 じ よ う に 議 論 さ れ る 。 い ま は そ の 机 は 茶 色 だ が 、 も し そ の 机 が 茶 色 以 外 の 色

で あ る 可 能 性 を わ れ わ れ が 理 解 し て い な い の だ と す れ ば 、 そ の 机 は 茶 色 で し か あ り え な い こ と に な

る 。 そ の と き 、 そ の 机 と 茶 色 と い う 色 は 論 理 的 に 分 離 不 可 能 と な り 、 そ れ ら を 別 々 の 要 素 と し て 分

節 化 し て 考 え る こ と は 不 可 能 で あ る 。

さ ら に こ の 議 論 は 、 パ ソ コ ン と 机 に 対 し て だ け で な く 、 机 と 床 に 対 し て も 成 り 立 つ 。 い ま 机 は 床

の 上 に あ る が 、 わ れ わ れ は そ れ が 他 の 場 所 、 例 え ば 外 の 路 上 に あ る と い っ た 反 事 実 的 な 可 能 性 も 了

解 し て い る 。 そ こ で も し そ の よ う な 反 事 実 的 な 了 解 が な い の で あ れ ば 、 そ の 机 と そ の 床 は 論 理 的 に

分 離 不 可 能 と な り 、 分 節 化 さ れ て い な い こ と に な る 。 か く し て 、 パ ソ コ ン と 机 が 癒 着 し 、 机 と 床 が

癒 着 し 、 床 は 建 物 と 癒 着 し 、 建 物 は 地 面 と 癒 着 し て 、 つ い に は 宇 宙 全 体 が 論 理 的 に 分 離 不 可 能 と

な っ て し ま う だ ろ う 。

世 界 か ら 対 象 と 概 念 を 分 節 化 し て 捉 え る た め に は 、 そ の 対 象 と 概 念 が 他 の さ ま ざ ま な 対 象 や 概 念

と 組 み 合 わ さ れ る 可 能 性 が 理 解 さ れ て い な け れ ば な ら な い の で あ る 。 し た が っ て 、 世 界 が 分 節 化 さ

れ る た め に は 論 理 空 間 が 成 立 し て い な け れ ば な ら な い 。 こ の こ と と 、 先 に 示 し た 「 論 理 空 間 が 成 立

あ わ

す る た め に は 世 界 が 分 節 化 さ れ て い な け れ ば な ら な い 」 を 併 せ る な ら ば 、 つ ま り 、 論 理 空 間 の 成 立

と 分 節 化 さ れ た 世 界 の 成 立 は 、 ど ち ら が 先 と い う も の で は な く 、 Ｘ な の で あ る 。

さ ら に 、 論 理 空 間 の 成 立 の た め に は 、 そ れ ゆ え ま た 分 節 化 さ れ た 世 界 の 成 立 の た め に は 、 わ れ わ

れ は 分 節 化 さ れ た 言 語 を も っ て い な け れ ば な ら な い 。

言 語 に は さ ま ざ ま な 働 き が あ る が 、 そ の 中 の 重 要 な も の は 、 も の ご と を 表 現 す る と い う 働 き で あ

る 。 例 え ば 、 「 白 い 犬 が 走 っ て い る 」 と い う 言 葉 は 〈 白 い 犬 が 走 っ て い る 〉 と い う 事 実 を 表 現 す る 。

し か る べ き 場 面 で 「 あ の 犬 」 と 言 え ば 、 そ れ は あ る 一 匹 の 犬 を 表 現 す る 。 あ る い は 「 白 い 」 と い う

語 は あ る 範 囲 の 色 を 表 現 し て い る 。 逆 に 、 も の ご と を 表 現 す る 働 き を も っ た も の は す べ て 「 言 語 」

と 呼 ぶ こ と に し よ う 。 わ れ わ れ は ふ つ う 「 言 語 」 と い う と 音 声 言 語 と 文 字 言 語 だ け を 考 え が ち だ が 、

言 語 の 働 き を も っ た も の は さ ら に さ ま ざ ま に あ る 。 例 え ば 種 々 の 図 案 で 表 わ さ れ た 標 識 な ど も 言 語

で あ り 、 鉄 道 路 線 図 も 言 語 で あ り 、 設 計 図 の よ う な 図 面 も 、 そ れ が 実 際 に 作 ら れ る べ き も の を 表 現

し て い る と い う 意 味 で は 言 語 で あ る 。 あ る い は ま た 、 飲 食 店 に 置 か れ て あ る 食 品 サ ン プ ル も 、 実 物

の い と い う 意 味 で 言 語 と 言 え る だ ろ う 。

も し 、 わ れ わ れ の 世 界 か ら 、 こ れ ら 言 語 と 称 す べ き も の た ち の い っ さ い が な く な っ た と し た ら 、

ど う だ ろ う 。 私 の 考 え で は 、 そ の と き 世 界 も ま た 未 分 節 の 状 態 に な る し か な い 。 そ の こ と を 示 す た
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め に 、 「 世 界 は 分 節 化 さ れ て い
�

る
�

が 、 分 節 化 さ れ た 言 語 は も っ て い
�

な
�

い
�

」 と 仮 定 し て み よ う （ 背 理

法 の 仮 定 ） 。

先 ほ ど 論 じ た よ う に 、 〈 机 の 上 に パ ソ コ ン が あ る 〉 と い う 事 実 が 〈 そ の 机 〉 〈 そ の パ ソ コ ン 〉 〈 …

の 上 に … が あ る 〉 と い う 構 成 要 素 に 分 節 化 さ れ て い る た め に は 、 そ れ ら の 要 素 が 〈 机 の 上 に パ ソ コ

ン が あ る 〉 と い う 組 合 せ 以 外 の 組 合 せ 、 例 え ば 〈 パ ソ コ ン の 上 に 机 が あ る 〉 と い っ た 組 合 せ を 作 り

う る の で な け れ ば な ら な い 。 さ も な け れ ば 、 〈 机 の 上 に パ ソ コ ン が あ る 〉 と い う 事 実 は そ れ 以 上 分

節 化 さ れ な い ひ と か た ま り と な っ て し ま う だ ろ う 。 だ が 、 い ま 、 い っ さ い の 言 語 が な い と 仮 定 し て

い る 。 〈 そ の 机 〉 や 〈 そ の パ ソ コ ン 〉 と い う 対 象 、 お よ び 〈 … の 上 に … が あ る 〉 と い う 概 念 を 表 現

し て く れ る 言 葉 が な い 。 だ と す れ ば 、 そ の 対 象 や 概 念 そ の も の を 組 み 替 え て み る し か な い 。 つ ま り 、

実 際 に パ ソ コ ン の 上 に 机 を 置 い て み る し か な い 。 そ ん な こ と を し た ら パ ソ コ ン が 壊 れ る だ ろ う と い

お

う こ と は 措 い て お く と し て も 、 根 本 的 な こ と は 、 そ れ は も は や 現 実 の こ と で あ り 、 た ん な る 可 能 性

で は な い と い う こ と で あ る 。

や は り 、 ど う し た っ て
Ⅲ

言 語 が な け れ ば な ら な い 。 言 語 が な け れ ば い っ さ い は 現 物 と な る 。 そ の と

き 、 現 物 に 対 し て さ ま ざ ま な 組 合 せ を 試 し て み た と し て も 、 そ れ ら は す べ て 現 実 の 事 実 に な る し か

な い 。 そ れ ゆ え 、 反 事 実 的 な 可 能 性 を 開 く に は ど う し て も 現 物 の 代 理 物 た る 言 語 が 必 要 な の で あ る 。

わ れ わ れ は そ う し た 言 葉 を さ ま ざ ま に 組 み 合 わ せ る 。 そ れ が 、 さ ま ざ ま な 可 能 性 を 表 現 す る 。 最 初

に 述 べ た が 、 可 能 性 の 世 界 な る も の が ど こ か （ 心 の 中 で あ れ イ デ ア 的 な 世 界 に で あ れ ） に あ る と い

う わ け で は な い 。 言 語 も ま た 、 現 実 の 一 部 に ほ か な ら な い 。 食 品 サ ン プ ル は 心 的 な 何 も の か で も イ

デ ア 的 な 何 も の か で も な く 塩 化 ビ ニ ー ル で 作 ら れ て お り 、 音 声 言 語 は 空 気 振 動 で あ り 、 文 字 言 語 は

現 実 に 書 き だ さ れ た イ ン ク の 染 み 等 で あ る 。 そ れ ゆ え 、 言 葉 を 用 い て い る と き に も 、 わ れ わ れ は

け っ し て こ の 現 実 世 界 の 外 に 出 て 行 っ て い る わ け で は な い 。 わ れ わ れ は 現 実 に 生 き る し か な い 。 こ

の 現 実 の 中 で 、 空 気 振 動 や イ ン ク の 染 み や 塩 化 ビ ニ ー ル の 塊 を 適 当 に 操 り な が ら 、 さ ま ざ ま な 可 能

性 を 表 現 す る の で あ る 。 「 白 い 犬 が 逆 立 ち し て 走 り 去 る 」 と い う 模 様 を 紙 上 に 描 け ば 、 そ れ は 白 い

犬 が 逆 立 ち し て 走 り 去 っ て い く 可 能 性 を 表 現 し て い る 。 可 能 性 と は 、 こ の よ う に 、 言 語 が 表 現 す る

も の と し て の み 、 成 り 立 ち う る 。 そ れ 以 外 に 可 能 性 の 生 存 場 所 は な い 。

可 能 性 を 開 く た め に 必 要 と さ れ る 言 語 は 、 分 節 化 さ れ て い な け れ ば な ら な い 。 さ も な け れ ば 、 言

語 に お い て さ ま ざ ま な 組 合 せ を 試 す こ と が で き な い か ら で あ る 。 「 机 の 上 に パ ソ コ ン が あ る 」 と い

う 言 語 表 現 が あ り 、 そ れ が 「 机 」 「 パ ソ コ ン 」 「 … の 上 に … が あ る 」 と い う 語 句 に 分 節 化 さ れ て い る

か ら こ そ 、 イ ン ク の 染 み に お い て 「 パ ソ コ ン の 上 に 机 が あ る 」 と い う 組 合 せ を 試 す こ と が で き る 。

そ し て そ れ が 、 〈 パ ソ コ ン の 上 に 机 が あ る 〉 と い う 非 現 実 の 可 能 的 な 事 実 を 表 現 す る 。 わ れ わ れ は

こ う し て 、 そ し て こ の よ う に し て の み 、 可 能 性 を 了 解 す る の で あ る 。

論 理 空 間 ・ 分 節 化 さ れ た 世 界 ・ 分 節 化 さ れ た 言 語 、 こ れ ら は す べ て 厳 密 に 同 時 に 成 立 す る 。 そ れ
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ゆ え 、 言 語 を も っ て い な い 動 物 は 可 能 性 の 了 解 を も た ず 、 分 節 化 さ れ た 世 界 に も 生 き て い な い こ と

に な る 。 言 語 を も っ て い る 動 物 で も 、 そ れ が 分 節 化 さ れ 、 さ ま ざ ま な 組 合 せ を 試 せ る よ う な 構 造

（ 構 文 論 的 構 造 ） を も っ て い な い 単 純 な 言 語 に と ど ま る か ぎ り 、 そ れ は 論 理 空 間 を 開 く 力 を も っ て

は い な い 。

か く し て 、
Ⅳ
猫 は 後 悔 し な い 。 人 間 だ け が 後 悔 す る 。

（ 野 矢 茂 樹 『 語 り え ぬ も の を 語 る 』 一 部 改 変 ）

問 一 空 欄 あ ・ い に 入 る 最 も 適 切 な こ と ば を 、 次 の ア 〜 オ の う ち か ら そ れ ぞ れ 選

び な さ い 。

あ ア 白 黒 い ア 規 格 品

イ 野 生 イ 装 飾 品

ウ 抽 象 画 ウ 既 製 品

エ 空 想 エ 模 倣 品

オ 不 合 理 オ 代 用 品

問 二 傍 線 部 Ⅰ 「 論 理 空 間 」 に つ い て 述 べ た 次 の ア 〜 オ の う ち か ら 、 適 切 で な い も の を 一 つ 選 び な

さ い 。

ア 論 理 空 間 に は 、 現 実 に 起 こ っ た こ と と 現 実 に 起 き る 可 能 性 の あ っ た こ と の 全 て が 含 ま れ て

い る 。

イ 論 理 空 間 に 含 ま れ る 可 能 性 に は 、 論 理 的 に 不 可 能 で あ る と い う 意 味 で 実 現 不 可 能 な こ と は

含 ま れ て い な い 。

ウ 大 学 教 員 で あ る 筆 者 が 大 リ ー ガ ー で あ っ た か も し れ な い と い う 反 事 実 的 な 可 能 性 は 、 論 理

空 間 に お い て 存 在 し て い る 。

エ 現 実 の 世 界 は 論 理 空 間 の ご く 一 部 に す ぎ ず 、 実 現 し な か っ た 多 く の 可 能 性 が そ れ を 取 り 巻

い て い る 。

オ 我 々 は 現 実 の 世 界 を 生 き る し か な い が 、 他 方 、 可 能 性 の 世 界 を 了 解 し て い る の で 、 可 能 性

の 世 界 も 論 理 空 間 の 中 に 別 個 に 存 在 す る 。
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問 三 傍 線 部 Ⅱ 「 か り に 世 界 が 分 節 化 さ れ て い な か っ た な ら 、 反 事 実 的 な 思 い も 不 可 能 と な る だ ろ

う 」 と あ る が 、 そ の 理 由 を 説 明 し た 以 下 の 文 の 空 欄 ａ ・ ｂ ・

ｃ に 入 る 最 も 適 切 な 言 葉 を 本 文 中 か ら 抜 き 出 し な さ い 。

犬 が 逆 立 ち す る な ど と い う 反 事 実 的 な 可 能 性 を 考 え る た め に は 、 世 界 を ａ と

ｂ に 分 節 化 し た 上 で そ れ ら を 様 々 に ｃ 必 要 が あ る か ら 。

問 四 空 欄 Ｘ に 入 る 最 も 適 切 な 言 葉 を 、 本 文 中 か ら 抜 き 出 し な さ い 。

問 五 傍 線 部 Ⅲ 「 言 語 が な け れ ば な ら な い 」 と あ る が 、 言 語 の 働 き に つ い て 述 べ た 次 の ア 〜 オ の う

ち か ら 、 適 切 で な い も の を 一 つ 選 び な さ い 。

ア 言 語 の 重 要 な 働 き は も の ご と を 表 現 す る と い う こ と で あ り 、 そ の 意 味 で は 設 計 図 も 言 語 で

あ る 。

イ 世 界 か ら 言 語 が な く な っ て し ま う と 、 世 界 は 全 て が 一 つ の も の に な っ て し ま い 、 わ れ わ れ

は 可 能 性 を 了 解 す る こ と が で き な く な る 。

ウ 食 品 サ ン プ ル が 塩 化 ビ ニ ー ル で で き て い る こ と は 、 食 品 サ ン プ ル が 言 語 と し て の 機 能 を 果

た す 上 で 妨 げ と は な ら な い 。

エ 言 語 に よ っ て こ の 世 界 は 、 現 実 の 世 界 と し て 認 識 さ れ る よ う に な る の で あ り 、 言 語 が 存 在

し な け れ ば 、 現 実 と 可 能 性 の 区 別 も つ け る こ と が で き な い 。

オ 言 語 は 論 理 空 間 を 開 く も の で あ る が 、 言 語 に よ る 可 能 性 の 表 現 は 、 現 実 世 界 の 中 で 行 わ れ

る し か な い 。

問 六 傍 線 部 Ⅳ 「 猫 は 後 悔 し な い 。 人 間 だ け が 後 悔 す る 」 の は ど う し て か 。 七 十 五 字 以 内 で 説 明 し

な さ い 。
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